
現在、52週移動平均線（1年）を割っていることも弱含みしていることを示唆している。週足リトレースメン
トの半値（50％）に該当するため、戻り高値となるかどうかに注目である。直近高値を形成したローソク足
を明確に下回ったため、上昇トレンドは終了している。1.06ドル付近までは下落しやすいか。

ユーロ/ドル週別レポート

ユーロドルの概要
ユーロドルの週足チャートを分析する。週足の一目均衡表の雲を上抜け、ドル安傾向によって上昇してい

たものの、ドル高に転換したことでユーロドルも下落に転じている。1.10ドルより上値は重たく、反落す
る展開となった。

米債務上限交渉が合意に達したことで、リスクオンの流れとなる。6月1日にEU圏消費者物価指数が発表予
定であり、インフレ率が低下していれば、EU圏の利上げ停止観測が出る可能性もある。そうなれば、ドル
高基調が一層強くなると予想できる。消費者物価指数の数値とECB高官のコメントに注目である。

2023/05/29~2023/06/02の予測



ボリンジャーバンドを分析すると、明確に下向きに傾いており、-1σ～-2σの間でバンドウォークが発生して
いることが確認できる。バンドウォークはトレンド発生を見極めるポイントの1つ。

MACDを分析すると、MACD線はシグナル線を下回っている。ただし、ヒストグラムが小幅に上昇している。
そのため、下落の勢いが若干弱まりつつあることも理解できる。

ユーロドルの日足分析

週間予想レンジ 1.062～1.088ドル

主要抵抗線 1.0838ドル

主要支持線 1.065ドル
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